……xス…スターマンというヤツがい……る……はあはあ……ヤツは……最初から…サ…サ
イコシールドをか…かけている‥…気……をつけろ……-
「博士!みんな!きっと助けるから、待っててください!」
ぼくらは、捕まった人々を励まして、隣の部屋へと急いだ
〓146へ
310
サターンバレーをあとにしたぼくたちは、グレープフルーツの滝の前に立った。すると、
「合言葉を言え』との声。どせいさんに教わったとおり、3分間黙って立っていると……。
「よし、中へ入れ……』たちまち滝の流れの向こうで扉が開いた。ぼくたちは中に入った。
ゲップーの基地は、機械の多い近代的なつくりをしていた。感心してながめていると、た
ちまち、ねばねばした液体状の生き物3匹に取り囲まれてしまった。
ヤツらの名はぐちゃぐちや。文字どおり、粘液質の生き物だ。
きさまら"はえみつ"は持ってきたか?」ぐちやぐちゃは、ぼくたちに向かって怒鳴った。
◆ここでバトル対戦表を書きかえてもOk
●はえみつがあれば7●なければ1

